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町
長
コ
ラ
ム

元
気
、元
気
！

　
今
、
町
長
室
の
ソ
フ
ァ
ー
に
は
、
お
よ
そ
１
ｍ

×

1.4
ｍ
の
大
き
さ
の
２
枚
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
掛

け
て
い
て
、
座
る
と
元
気
が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
１
月
30
日
、
数
え
100
歳
の
長
寿
褒
章
の

お
祝
い
に
お
伺
い
し
た
時
に
、
数
え
100
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
自
分
で

布
を
選
ん
で
買
っ
て
、
ミ
シ
ン
で
一
枚
一
枚
縫
い

合
わ
せ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
元
気
で
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
何
で
も
で
き
て
、

何
よ
り
も
と
て
も
明
る
い
。
家
族
の
み
な
さ
ん
も

と
に
か
く
明
る
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な
み

な
さ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
は
教
育
功
労
者
表
彰
で
、
小
学
生

３
名
と
舟
形
ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ
ー
ズ
、
中
学
生
７
名

と
相
撲
部
、
高
校
生
７
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
県
大
会
や
東
北
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
子
ど
も
た
ち
で
、
み

な
さ
ん
と
て
も
元
気
で
し
た
。

　
私
も
、
数
え
100
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら

っ
た
元
気
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
元
気
を
、

町
民
の
皆
様
や
舟
形
町
の
元
気
に
し
っ
か
り
と
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

森

　富
広

・まちづくり審議委員募集
・舟形町男女共同参画社会推進委員の公募  ・最上広域市町村圏事務組合からのお知らせ
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２
月
９
日
、
舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
招
聘
事
業

「
ふ
な
が
た
野
球
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
ア
ス
リ
ー
ト
と

直
接
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
意
欲
と
技
術
の
向
上
を
図
ろ
う

と
、
今
年
度
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
舟
形
ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ
ー
ズ

の
４
〜
６
年
生
と
舟
形
中
学
校
野
球
部
の

１
、
２
年
生
合
わ
せ
て
32
名
が
参
加
。
講

師
に
は
、
山
形
中
央
高
校
野
球
部
監
督
の

庄
司
秀
幸
さ
ん
（
太
折
出
身
）
と
新
庄
北

高
校
野
球
部
責
任
教
師
の
小
國
崇
史
さ
ん

（
富
田
第
一
出
身
）
の
ほ
か
、
山
形
中
央

高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
須
貝
勇
哉
さ
ん
、
樋

渡
琢
巳
さ
ん
、
高
橋
隆
生
さ
ん
を
招
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
庄
司
さ
ん
か
ら
の
講
話

で
は
、
野
球
の
技
術
や
練
習
方
法
の
ほ
か
、

野
球
だ
け
で
な
く
日
々
の
学
校
生
活
や
取

り
組
む
姿
勢
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

ほ
か
、
守
備
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
講

師
の
み
な
さ
ん
の
実
演
付
き
の
指
導
に
、

元
気
よ
く
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、
子
ど
も
た

ち
の
競
技
力
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
委
員
会

教
育
課 

社
会
体
育
係

☎
（
32
）
３
５
０
１

へ
い

｜広報ふながた 31.２３ 広報ふながた 31.２｜２

　２月８日、舟形中学校で立志式が
行われました。これは数え年の15
歳を祝うもので元服にちなんだもの
です。この日は、２年生47名一人
ひとりが、将来への決意を漢字一文
字に込めて発表しました。

ふなぴく ～ふながたの気になった話題、写真などをピックアップ～
・・ ・　・

スポーツに親しむ気持ちと技術の向上
トップアスリート招聘事業「ふながた野球教室」

へい



　冬の間は積雪等により交通事情も悪くなり、外出がおっくうになりがちです。外出しないで家
の中に閉じこもってばかりいると、特に高齢者は心身ともに機能低下を招くおそれが増加します。
高齢者が買い物やレクリエーションを通じて、冬期間に外出し身体を動かす機会を増やそうとい
う取り組みを紹介します。

ちょっこら、お出かけすっぺ！

~No.７～100歳歳元気元気プロジェクトプロジェクト

高齢者の生きがいづくりを支援します
　町のバスを使い、若あゆ温泉で軽スポーツを楽しんだ後、ゆっくり温泉を満喫し、町内の商店
で買い物などを楽しむといった事業を行なっています。
　65歳以上の方で、自分で身のまわりのことができる方を対象に12月から月１回実施しています。
12月には長沢地区の方９名、１月には舟形地区の方15名が参加して、１日を楽しみました。２月
は富長地区、３月は堀内地区の方を対象に実施しますので、興味のある方はぜひ参加してみてく
ださい。

　若あゆ温泉に行けて、買い物もできるというのはとて
も良かったし、楽しい１日になりました。さらに、みん
なで温泉、食事、レクリエーション、買い物という組み
合わせもとても良く、これからもこういった事業があれ
ば、楽しみが増えて生きがいにもつながると思います。
　また、町内のお店に買い物に行くので、町内の活性化
にもなっていくのではないかと思います。

Interview ～インタビュー～

5｜広報ふながた31.２ 広報ふながた31.２｜4

参加した舟形地区のみなさん
南惠子さん、伊藤きみ子さん、佐藤三重子さん
伊藤麗子さん、沼澤仲子さん、佐藤紀子さん

　２月13日、平成30年度の教育功労者表彰式が舟形
町中央公民館で行われました。この表彰は、町の教
育・芸術・文化の向上と発展に貢献された方を対象
に贈られるもので、今年度は、17名の個人と２団体
が受賞されました。

平成30年度
舟形町教育功労者表彰

■小学校の部（教育希望賞）

■高等学校の部（教育創造賞）

荒　川　翔　誠（舟形小５年）
第22回山形県小学生バドミントン学年別選手権大会
兼第24回東北小学生バドミントン大会山形県予選会
５年生以下男子シングルス　第３位
　
八　鍬　希　羽（舟形小５年）
第22回山形県小学生バドミントン学年別選手権大会
兼第24回東北小学生バドミントン大会山形県予選会
５年生以下女子ダブルス　第３位
　
沼　澤　利　珠（舟形小３年）
山形県少年少女スポーツ交流大会相撲競技
３年生の部　第３位
　
舟形ビッグサンダーズ
第24回マクドナルドカップ山形県学童軟式野球大会
兼第16回東北学童軟式野球新人大会山形県大会　優勝

◆中学校の部（教育栄光賞）

沼　澤　は　る（舟形中３年）
第41回東北中学校柔道大会
女子個人４８kg級　第５位
　
沼　澤　利　玖（舟形中２年）
県中学校総合体育大会相撲競技
２年個人の部　第２位
　
齊　藤　吏　玖（舟形中２年）
県中学校新人体育大会相撲競技
２年個人の部　第３位
　
沼　沢　琉　斗（舟形中２年）
県中学校陸上競技選手権大会
男子共通　200ｍ　第３位
　
阿　部　楓　河（舟形中１年）
第39回東北中学校相撲大会
第１学年個人　第５位
　
高　橋　虎士朗（舟形中１年）
県中学校新人体育大会相撲競技
１年個人の部　第３位
　
平　賀　美咲子（舟形中1年）
県中学校新人体育大会柔道競技決勝大会
女子70㎏級　第１位

舟形中学校相撲部
県中学校総合体育大会相撲競技
団体の部　団体１部　優勝
県中学校新人体育大会相撲競技
団体の部　団体１部　準優勝
県中学校新人体育大会相撲競技
団体の部　団体２部　優勝

斉　藤　大　夢（新庄神室産業高校２年）
第69回山形県高等学校総合体育大会
相撲競技　個人選手権　第１位

阿　部　航　大（新庄神室産業高校２年）
第69回山形県高等学校総合体育大会
相撲競技　個人選手権　第３位
第73回国民体育大会山形県予選会兼
第45回東北総合体育大会山形県予選会
相撲競技 少年男子団体　第１位

飯　田　達　也（山形中央高校２年）
第69回山形県高等学校総合体育大会
ソフトテニス競技　男子団体　準優勝

沼　澤　真　緒（新庄東高校２年）
第41回全国高等学校柔道選手権大会
東北地区大会女子個人57㎏級　第３位

樋　渡　　　駿（新庄南高校１年）
山形県高等学校新人大会
バドミントン競技男子団体学校対抗　第３位

森　　　大　和（新庄南高校１年）
山形県高等学校新人大会
バドミントン競技男子団体学校対抗　第３位

溝　口　　　葵（東北高校１年）
第68回東北高等学校柔道大会
女子個人70㎏級　第３位
第68回東北高等学校柔道大会
女子団体　優勝

参加者募集！
▼日　時／３月12日（火）午前９時～午後４時
▼対　象／堀内地区の方
　　　　　おおむね65歳以上の方で、身のまわりのことができる方。
　　　　　（バスの乗り降りや買い物、温泉利用等）
▼料　金／無料
　　　　　※若あゆ温泉の入浴料及び昼食代等は自己負担となります。
▼〆　切／３月５日（火）
　　　　　※バスの都合上、定員（28名）となった場合は〆切ります。
▼申込み・問い合わせ／舟形町地域包括支援センター　☎（32）8762



　な
ぜ
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　推
進
事
業
に
取
り
組
む
の

 

日
本
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
舟
形
町
の
人
口
も
毎

年
100
人
ず
つ
減
少
し
て
い
て
、
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
の
人
口
は
５
，３
７
８
人

で
す
。

　
町
内
会
の
地
域
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
状
況
に
加
え
、
高

齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物
困
難
者
、
交
通

手
段
確
保
、
災
害
時
の
安
否
確
認
、
空
き

家
対
策
、
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
の
課

題
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
１
つ
の
町
内
会
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
課
題
に
対
し
、
地
域
の
連
携
で

解
決
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
、

私
た
ち
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
現

状
や
将
来
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
「
町
内
会
び
じ
ょ
ん
」
と
し
て
見

え
る
化
し
、
共
有
し
ま
す
。

　
講
師
の
斉
藤
俊
幸
氏
よ
り
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
実
際
に
関
わ
っ
て
き
た
全

国
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
高
知
県
の
棚
田
の
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
、熊
本
県
の
ワ
イ
ン
造
り
、

福
島
県
の
焼
酎
造
り
、
酢
の
醸
造
な
ど
、

実
際
に
地
域
素
材
（
宝
）
の
掘
り
起
こ
し

か
ら
起
業
ま
で
を
住
民
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
か
ら
、「
挑
戦
」、「
若
者
」、

「
地
域
外
か
ら
の
人
材
の
活
用
」
な
ど
の

　「
地
域
運
営
組
織
」
と
は

 

地
域
間
で
連
携
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物

困
難
者
、
交
通
手
段
確
保
な
ど
の
地
域
課

題
に
対
応
し
て
い
く
組
織
で
す
。

　
町
内
会
や
地
域
づ
く
り
団
体
、
個
人
も

参
画
で
き
ま
す
。
国
が
推
進
し
て
い
て
、

山
形
県
で
も
15
の
市
町
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、
人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
も
地
方
創
生
が
可
能
で
あ
る
と
の

お
話
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
困
り
ご
と

（
課
題
）
を
解
決
し
て
い
く
た
め
活
動
に

係
る
経
費
が
必
要
で
、
そ
の
経
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
は
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性

化
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

地
域
間
の
連
携
（
地
域
運
営
組
織
）
の
重

要
性
と
と
も
に
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

収
入
の
必
要
性
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力

の
重
要
性
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

第 1部

『
地
方
創
生
時
代
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
』

地
域
づ
く
り
講
演

講師：地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）
斉藤　俊幸  氏

〜
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
推
進

　事
業
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
証

町
内
会
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

町
内
会
び
じ
ょ
ん

地
域
運
営
組
織
形
成
の
検
討
・
構
築

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

地
区
び
じ
ょ
ん
の
作
成

地
域
運
営
組
織
の
検
討

平成３０年度 住 民 主 体 の 地 域 づ く り 推 進 事 業
地 域 の 未 来 を 考 え る

舟 形 町 地 域 づ く り

フォーラム
わたしが
  主役！

第１部　地域づくり講演
『地方創生時代の地域ビジネス』

地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）

　講　師：斉藤　俊幸 氏

第２部
『パネルディスカッション』
コーディネーター：東北公益文科大学 伊藤眞知子 氏
コメンテーター：地域再生マネージャー 斉藤　俊幸 氏
パネリスト：町内会長、町職員、地域づくり団体　他

　
２
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で
舟
形
町
地

域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
行
な
っ
て
き
た
町

内
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
地
域
間
の
連
携
を
持
ち
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
総
務
省
・
ふ
る
さ
と
財
団
）
の
斉
藤 

俊
幸
氏
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
町
内
外
か
ら
７
名
の
方
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
意
見
交
換
会
を
開
催
。

東
北
公
益
文
科
大
学 
伊
藤 

眞
知
子
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
振
り
返
り
や
地
域
の
課
題
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。
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　な
ぜ
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　推
進
事
業
に
取
り
組
む
の

 

日
本
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
舟
形
町
の
人
口
も
毎

年
100
人
ず
つ
減
少
し
て
い
て
、
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
の
人
口
は
５
，３
７
８
人

で
す
。

　
町
内
会
の
地
域
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
状
況
に
加
え
、
高

齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物
困
難
者
、
交
通

手
段
確
保
、
災
害
時
の
安
否
確
認
、
空
き

家
対
策
、
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
の
課

題
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
１
つ
の
町
内
会
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
課
題
に
対
し
、
地
域
の
連
携
で

解
決
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
、

私
た
ち
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
現

状
や
将
来
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
「
町
内
会
び
じ
ょ
ん
」
と
し
て
見

え
る
化
し
、
共
有
し
ま
す
。

　
講
師
の
斉
藤
俊
幸
氏
よ
り
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
実
際
に
関
わ
っ
て
き
た
全

国
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
高
知
県
の
棚
田
の
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
、熊
本
県
の
ワ
イ
ン
造
り
、

福
島
県
の
焼
酎
造
り
、
酢
の
醸
造
な
ど
、

実
際
に
地
域
素
材
（
宝
）
の
掘
り
起
こ
し

か
ら
起
業
ま
で
を
住
民
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
か
ら
、「
挑
戦
」、「
若
者
」、

「
地
域
外
か
ら
の
人
材
の
活
用
」
な
ど
の

　「
地
域
運
営
組
織
」
と
は

 

地
域
間
で
連
携
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物

困
難
者
、
交
通
手
段
確
保
な
ど
の
地
域
課

題
に
対
応
し
て
い
く
組
織
で
す
。

　
町
内
会
や
地
域
づ
く
り
団
体
、
個
人
も

参
画
で
き
ま
す
。
国
が
推
進
し
て
い
て
、

山
形
県
で
も
15
の
市
町
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、
人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
も
地
方
創
生
が
可
能
で
あ
る
と
の

お
話
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
困
り
ご
と

（
課
題
）
を
解
決
し
て
い
く
た
め
活
動
に

係
る
経
費
が
必
要
で
、
そ
の
経
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
は
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性

化
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

地
域
間
の
連
携
（
地
域
運
営
組
織
）
の
重

要
性
と
と
も
に
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

収
入
の
必
要
性
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力

の
重
要
性
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

第 1部

『
地
方
創
生
時
代
の
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
』

地
域
づ
く
り
講
演

講師：地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）
斉藤　俊幸  氏

〜
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
推
進

　事
業
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
証

町
内
会
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

町
内
会
び
じ
ょ
ん

地
域
運
営
組
織
形
成
の
検
討
・
構
築

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

地
区
び
じ
ょ
ん
の
作
成

地
域
運
営
組
織
の
検
討

平成３０年度 住 民 主 体 の 地 域 づ く り 推 進 事 業
地 域 の 未 来 を 考 え る

舟 形 町 地 域 づ く り

フォーラム
わたしが
  主役！

第１部　地域づくり講演
『地方創生時代の地域ビジネス』

地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）

　講　師：斉藤　俊幸 氏

第２部
『パネルディスカッション』
コーディネーター：東北公益文科大学 伊藤眞知子 氏
コメンテーター：地域再生マネージャー 斉藤　俊幸 氏
パネリスト：町内会長、町職員、地域づくり団体　他

　
２
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で
舟
形
町
地

域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
行
な
っ
て
き
た
町

内
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
地
域
間
の
連
携
を
持
ち
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
総
務
省
・
ふ
る
さ
と
財
団
）
の
斉
藤 

俊
幸
氏
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
町
内
外
か
ら
７
名
の
方
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
意
見
交
換
会
を
開
催
。

東
北
公
益
文
科
大
学 
伊
藤 

眞
知
子
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
振
り
返
り
や
地
域
の
課
題
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。
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２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
町
内
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
踏
ま
え
て
の
振
り

返
り
と
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
や
意
見
を
共
有
す
る
た
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
50
名
も
、
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
を
使
い
意
思
表
示
で
き
る
な
ど
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
の
未
来
を
考
え
る
場
面
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
未
来
を
考
え
る
『
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』

第２部

　
参
加
者
の
声

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
全
員

参
加
に
す
る
た
め
、
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
と
意
見
を
共
有
さ
せ
る
場
と
し
て

様
々
な
質
問
に
も
カ
ー
ド
で
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
少
子
高
齢
化
を
感
じ
ま
す
か

　ほ
と
ん
ど
の
方
が
感
じ
て
い
る
と
の

答
え
で
し
た
が
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
み
な
さ
ん
元
気
な
の
で
、
少
子

高
齢
化
を
悪
い
こ
と
と
は
感
じ
て
い
な

い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
困
り
ご
と

雪…

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
と
同

　
　様
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
困
る
と
答

　
　え
て
い
ま
し
た
が
、
困
ら
な
い
と

　
　答
え
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

交
通…

買
い
物
よ
り
も
困
ら
な
い
と
答

　
　え
た
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
ワ
ー

　
　ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
地
域
や
世
代
に

　
　よ
っ
て
違
い
が
生
じ
る
項
目
で
も

　
　あ
り
ま
す
。

買
い
物…
世
代
に
よ
っ
て
回
答
が
分
か

　
　れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
困

　
　る
と
答
え
た
方
が
多
く
、
ワ
ー
ク

　
　シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
と
一
致
す
る

　
　回
答
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
担
い
手…

半
数
以
上
の
方
が
困

　
　ら
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
し
か

　
　し
、
課
題
と
捉
え
て
い
る
町
内
会

　
　も
あ
り
、
人
材
の
多
い
地
域
と
そ

　
　う
で
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
が
見

　
　て
と
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
内

会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
町
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
の
も
と
行
い
、
住
民
の
主
体

の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
様
々
な
地
域
の
課
題
の
解

決
に
向
け
て
地
域
間
連
携
に
よ
る
「
地

域
運
営
組
織
」
の
必
要
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
来
年
度
は
旧
４
小
学
校
区

の
連
合
町
内
会
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

☎
（
32
）
０
１
０
４

町集落支援員　有路　正文さん

　　じテーマについて全町内会で
話し合えたことに意義があった。
このような機会が、地域のこれか
らの活動にもつながると思う。

同

町健康福祉課　山本　知加さん

共共

堀内富長を元気にする会
　会長　富樫　美貴さん

　　内富長を元気にする会を
とおし、若い世代とのつなが
りを強め、連携して地域づく
りに関わりたい。

堀

町内会長連絡協議会
　会長　東海林　孝さん

　　見を共有する場として、町
の若手職員と一緒に考えられた
ことは良いことだと思う。もう
少し地域の若い人が参加できれ
ば、より良い機会となる。

意
長沢第３町内会
　会長　高橋　権四郎さん

　　内会びじょんを具現化し、
地域活動をとおしてのつながり
やこれからの世代にどうつなげ
ていくかが重要。

町
地域共創コーディネーター
　　　　　斉藤　友香さん

　　話の場を創造し、話し合っ
ていく機会が大切だと感じた。
また、舟形町は町と町民との協
力体制が素晴らしく、みなさん
舟形愛が強いと感じた。

対

長沢集学校
校長　甲州　剛さん

　　に関心のある方が多く、ワ
ークショップでも地域の良いと
ころがたくさん出てきた。失敗
を恐れず、長い目で新たな方法
を考えていくことも大切。

　　に関心のある方が多く、ワ
ークショップでも地域の良いと
ころがたくさん出てきた。失敗
を恐れず、長い目で新たな方法
を考えていくことも大切。

人
　　通している課題を他の地区と
も共有してくことが必要。また、
これからは地域のみなさんの力が
より大切になると思うので、
に考えていきたい。

　　通している課題を他の地区と
も共有してくことが必要。また、
これからは地域のみなさんの力が
より大切になると思うので、一緒
に考えていきたい。
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わ だ い ②わ だ い ④

おも

わ だ い ① ま
ち
の
わ
だ
い

わ だ い ⑤

　東北公益文科大学１年の治部直樹さん（紫山）が
２月４日から５日間、役場にインターンシップに来
ました。
　財政の仕事に興味があった治部さんは、財政係の
仕事を学んだほか、「おかえり！ 孫プロジェクト」の
企画提案などの仕事を職員と一緒に行いました。こ
の体験を通して治部さんは、「働く人の想いや考えを
直接聞くことができ勉強になった。今後に活かして
いきたい」と話してくれました。

インターン生を受け入れ

豪雪対策本部を設置

わ だ い ③

　１月30日、今年数えで100歳を迎えられた鈴木ふよ
さん（木友）へ、町で28人目となる長寿褒章が贈られ
ました。この日は森町長、八鍬議長、小國民生児童委
員が訪問し、賀詞、祝い金などを手渡しました。
　鈴木さんは、山菜採り、料理や手芸が趣味で、当日
も手作りのパッチワークの作品を披露してくれました。
また、誕生日にお孫さんや曾孫さんからもらった写真
アルバムのプレゼントについて、うれしそうに話して
いました。ますますのご長寿をお祈りします。

祝　数え年100歳

　断続的な降雪により町内における積雪深が150cm
（野・西又では２００cm超）に達したことから、町民の
安全を確保するため「舟形町豪雪対策本部」を１月25日
に設置しました。
 町では、防災無線による注意喚起や、高齢者世帯への訪
問を行いました。また、これからは気温が高くなり、雪が
緩む時期に入ります。雪下ろしや除雪作業を行う場合は、
命綱やヘルメットの使用、除雪機は作業時以外はエンジン
を停止するなど、十分な安全対策を行なってください。

食事から健康元気に

　２月13日、保健センターで高齢者の低栄養予防教
室が行われました。これは、県栄養士会の食育事業
として、町在宅介護者交流会と合同で開催したもの
で、低栄養を予防するための講習会の後、実際に調
理をし、理解を深めていました。
　この日は12名が参加。管理栄養士に日ごろの疑問
点を質問しながら学んでいました。参加者は、「効率
よく栄養を摂ることや、たんぱく質を摂ることが大
切だということが勉強になった」と話していました。

▶吹雪にも負けず、児童たちは温かい
声援を力に一生懸命走っていました。

２
１ 記録更新を目指して

舟形小学校

▶約80名が参加し、第10回となる
交流会がにぎやかに行われました。

1
25 第10回ワナゲ交流会

長沢地区老人クラブ

▶民生委員・児童委員としての長
年の功績が称えられました。

1
23 全国社会福祉協議会会長表彰

伊藤宏さん（舟形第４）

▶ほほえみ保育園で節分の豆まきが行
われました。

２
１冬の遊びで交流を

長沢子ども遊々塾 ほほえみ保育園

▶鬼のお面づくりや豆まきをし、親
子で節分を楽しみました。

２
１ 一緒に豆まき

ふれあい育児のひろば
鬼は外　福は内

▶参加した親子約40名は、気軽にで
きる冬の遊びを楽しみました。

２
16

集学校で冬の楽しみを

　２月の毎週土、日と祝日に長沢集学校で冬のイベン
ト「子ども雪遊び広場」が開催されました。これは、
遠出をしなくても近くで冬を楽しんでもらおうと、長
沢集学校が初めて企画したものです。
　駐車場には校舎の２階ほどの高さの雪の滑り台が作
られ、貸し出し用のタイヤチューブや雪板（スノート
イ）で滑走できます。また、大人が５人ほど入れる大
きさのかまくらも設置されていて、冬を存分に楽しめ
るイベントとなっています。

｜広報ふながた 31.２11 広報ふながた 31.２｜10
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▼
舟
形
町
Ｈ
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w
w
.tow
n.funagata.yam

agata.jp/

平成31年一月場所　国技館（東京）　1月13日～27日

琴福寿野勝太さん（福寿野出身）東三段目18

今場所の琴福寿野さん 舟形町民

みんなで応援
します！

舟形町民

みんなで応援
します！

今場所は初日から休場でした。

関取目指して、頑張れ！！



新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　赤鬼のオニガワラ・ケンは、地獄カン

パニーの平社員。今日も愛妻弁当と金棒
を持ち出勤です。血の池地獄の見張りを
任されますが、ちょっと油断したすきに
大変なことが。

　真面目に生きているのに、なぜか全て
がコントになってしまう人生。小学４年
生のときのバレンタイン、おかんとふた
りの海外旅行など…大笑いのあとほろり
とくる悲喜劇エッセイ。

生
き
る
コ
ン
ト大

宮

　エ
リ
ー
／
著

オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

富
安

　陽
子
／
著

～町中央公民館図書館
　　　　蔵書　8,717冊～
本はいろいろなことを教えてくれます。
本はいろいろなことを考えさせてくれます。
本は感性を良く磨き、刺激を与えてくれます。
本を読んであげると、子どもは笑顔になります。
方法は簡単！
図書カードを作るだけ

忘れずに納税しましょう。

２月28日（木）まで

◆国民健康保険税5期

◆後期高齢者医療保険料5期

最上広域市町村圏事務組合からのお知らせ

　エコプラザもがみ・リサイクルプラザもがみへの
持ち込みごみの処理料金が

▼問い合わせ／最上広域市町村圏事務組合業務課　☎（22）2674
　　　　　　　エコプラザもがみ　　　　　　  ☎（22）3838
　　　　　　　リサイクルプラザもがみ　　　  ☎（32）2042

なお、ステーションから回収される一般家庭ごみについては従来どおりです。

平成31年４月１日から
180円／10㎏になります。

（現在：140円／10㎏）

ごみ処理料金が変わりますごみ処理料金が変わります

13 12

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

3月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、13日㈬

｜広報ふながた 31.２ 広報ふながた 31.２｜

２月の納期

まちづくり審議委員募集まちづくり審議委員募集

舟形町男女共同参画
社会推進委員の公募
について

舟形町男女共同参画
社会推進委員の公募
について

～あなたの意見をまちづくりに活かそう～～あなたの意見をまちづくりに活かそう～
　町民参加によって、みなさんの意見を町政に反映していくために、委員
として参加してくださる方を次のとおり公募します。みなさんのご応募を
お待ちしています。
▼審議内容／町長の諮問する行政施策等に関する事項
▼募集人数／６名
▼公募資格／○町内に住所がある20歳以上65歳未満の方
　　　　　　○公共的・積極的に意見を述べることのできる方
▼任　　期／2019～20年度（２年間）
▼応募方法／次の事項を申込用紙に記入し、郵送または持参ください。
　　　　　　○住所、氏名、電話番号、性別、生年月日
　　　　　　○現在の職業、勤務先
　　　　　　○応募理由
　　　　　　　※申込用紙はまちづくり課に準備しています。
▼〆　　切／３月８日（金）
▼申込み・問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）0104

　町では、男女共同参画社会の形成の推進
にあたり、広く意見をいただけるよう、次
の内容で舟形町男女共同参画社会推進委員
を募集します。

▼募集人員／５名
▼任　　期／2019～20年度（２年間）
▼〆　　切／３月８日（金）
▼申込み・問い合わせ／
　舟形町まちづくり課
　企画調整係
　☎（32）0104

タバコは町内で買いましょう。
11月のタバコ税は1,571,857円
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｜広報ふながた 31.２15 広報ふながた 31.２｜14

『ぽっぽ舎通信』は、舟形駅の「観光物産センターめがみ」からイベント情報等を毎月発信するコーナーです。

●問い合わせ：舟形駅（舟形町観光物産センターめがみ）☎（32）3302（午前8時30分～午後5時）

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしで感じたことをフェイスブック
で公開しています。ご意見・応援のメッセージなどをお寄せください。
舟形町地域おこし協力隊「こぶし」
https://www.facebook.com/funagata.kyoryokutai/

　地域おこし協力隊の渡部航です。
　このコーナーでは、私が舟形町の魅力を発見し、地域のみなさんに
お伝えしていきます。

～Vol.83～

今月の渡部隊員

ふ な こ い

舟恋舟恋

元気に泳ぐ稚魚

１月２日～２月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際に申し出ください。

◆現在の職業は？……………

◆自分を一言で言うと？……

◆夢は？………………………

◆趣味は？……………………

◆舟形町の良いところは？…

◆１０年後の舟形町は？……
　

◆尊敬する人…………………

◆成人式を終えて一言………

会社員

ふりーだむ

楽しく生きること

スケボー

人が温かいところ

NYのような大都市になっていると
うれしいです

祖母

今までどおり自由に生きていきたいです

camera 
 angle

camera 
 angle

小関　啓太さん（長者原）
けいた

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,617人
：2,750人
：5,367人
：1,870世帯

（-６）
（-５）
（-11）
（+１）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,255人
女性　2,409人 計4,664人

(12/３現在）

１
31

成人式を迎えました！成人式を迎えました！

舟形若あゆ温泉よりお知らせ 観光物産センターめがみよりお知らせ

午後 0 時15分～ 0 時30分ころ
午前11時00分～11時15分ころ
舟形駅のソフトクリームお休みの日

［火］
［水］

パッチ
ワーク

パッチ
ワーク

　２月になり、まだまだ寒さが厳しい日
が続いています。池での飼育が始められ
たサケの稚魚は、体長約35ｍｍ程度、
重さは0.40ｇ程に成長しました。
　現在の作業は、元気で健康に育っても
らうため、池の掃除や餌やりが中心とな
っています。日々成長していく魚たちの
様子を観察しながら、約1.0ｇ程度にな
るまで見守っていきます。

住民税務課　No.406

1 2

3

３

21

2019 ３月

舟形第２

舟形第３

舟形第４

紫　　山

紫　　山

福 寿 野

新　　堀

えんじゅ荘

89（俊　幸）

63（智　弥）

87（本　人）

89（ハナ子）

69（齋藤浩樹）

91（栄　悦）

92（　繁　）

92（本　人）

佐藤登　子

鈴木　繁也

伊藤　幸男

八鍬　忠男

八鍬　保子

戸塚　　力

阿部　ヤエ

成澤　榮子

（世帯主）◆□おくやみ申しあげます
～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～

　 　 　 　 　 １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

121110 13 14 15 16

191817 20 21 22 23

26 27 282524
31

月 火 水 木 金 土日

※３月下旬まで温泉大広間改修中です。
　ご不便をおかけし申し訳ありません。

甘酒ふるまい
②3月3日（日）午前９時～無くなり次第終了①3月3日（日）午前10時～

来場の方へ雛あられ、お子様には
お雛様ぬり絵をプレゼントします♪
数に限りがありますのでお早めに！

今回は春のお花のコサージュ作りorレジンアクセサリー作りです♪　
お茶を飲みながらお話しながら楽しく作りましょう（*^^*）
お菓子の持ち込み大歓迎です♡
予約不要／出入自由／汚れてもいい服装で／料金：約200～500円程度

～手作り小物を作る会・ちくちく教室～

雛あられ＆ぬり絵プレゼント

③3月21日（木）午後１時30分～午後４時
第１回　舟形駅ちくちく教室

　歩行者を見かけたらその行動に注意をするとともに、横断歩道以外の場所でも「止まって、
渡してあげる」思いやり運転をしましょう。

【道路横断に注意！】

～ 交通災害共済見舞金請求～『忘れていませんか？』
　１人当たり年額400円で毎年６月に加入手続きをしている「交通災害共済」ですが、これ
は交通事故に遭われ被害を受けた場合に見舞金を支給する互助制度です。
　共済期間は７月１日から翌年６月30日までとなっていますが、見舞金の請求は交通事故
が発生した日から１年以内であれば請求ができます。自動車に限らず、バイク、自転車での
転倒事故も対象です。事故に遭われ、まだ見舞金の請求をしていない方は、請求手続きを行
なってください。

▼問い合わせ／舟形町住民税務課危機管理室　☎（32）0155

＊　歩行者は、道路を横断する時は手や旗などで明確に意思表示をし、「いつでも・どこでも安全
　確認」を徹底しましょう。 
＊　運転者は、横断歩道の手前で減速して横断歩行者に備え、横断者がいる時は一停止して歩行者
　を安全に横断させましょう。（道路横断の歩行妨害をした場合は、「横断歩行者等妨害等違反」に
　なります。）

引越しの際は、

住所の異動手続きを忘れずに！

　住民票の住所の異動届（転出届・
転入届・転居届など）は、国民健
康保険、国民年金、選挙人名簿へ
の登録などにつながる大切な手続
きです。

▼問い合わせ／
　舟形町住民税務課住民係
　☎（32）0211
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～3月の主な行事予定～
かもしかクラブ修了式（ほほえみ保育園）

中学校卒業式（舟形中学校）

小学校卒業式（舟形小学校）

離任式（舟形小学校）

離任式（舟形中学校）

保育園卒園式（ほほえみ保育園）

８日

16日

20日

26日

27日

ふ
な
が
た

　
２
月
11
日
に
行
わ
れ
た
舟
形
町

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域

の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で
、
と

て
も
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
『
自
分
ご
と
』
と

し
て
課
題
を
捉
え
、
み
ん
な
で
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。   

（
な
お
）

国宝土偶「縄文の女神」が生まれた、縄文時代や縄文文化などをシリーズで紹介していきます。

【土偶とは】
　縄文時代に、粘土で人形や動物の形を作り焼き上
げた土製品を言います。現在、土偶の数は、北海道
から九州にかけて約15,000点が知られており、そ
の大部分は、顔、胴体、手、脚というようにバラバ
ラに破損した状態で出土しています。
　形も時代や地域によって様々で、人形、十字形、
逆三角形が基本となっています。また、表情は目鼻
口がはっきりした顔、頭があっても目鼻がないもの、
脚があるものやないもの、座る、手を広げる、拝む
などの表現をしているなど千差万別です。

　縄文Ｑ＆Ａ
Ｑ．土偶は何のために作ったの？
Ａ．おそらく土偶は、縄文時代の人々にとって重要な神
様のようなもので、人間に似た姿の神様をイメージした
のではないでしょうか。土偶は神様として、お祈りなどに
使われたものだと言われています。

発掘された残欠土偶
（西ノ前遺跡）

発掘された時の縄文の女神
（西ノ前遺跡）

〜
今
月
の
縄
文
の
女
神
〜

　
２
月
３
日
、
舟
形
若
あ
ゆ

温
泉
と
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

め
が
み
で
、「
め
が
み
ち
ゃ

ん
」
に
よ
る
節
分
豆
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
め
が
み
ち
ゃ
ん

は
、
鬼
の
お
面
を
つ
け
て
登

場
。
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
記

念
撮
影
を
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
な
ど
大
人

気
で
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

め
が
み

☎
（
32
）
３
３
０
２


